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1.は しめに

ここ1～ 2年 の移動通信分野の延びはすごいもので、

特に携帯電話については10人に 1人 は持っているとい

うところまで普及してきました。端末機 (電話 )は 次

から次へと新機種が登場 し、よリポータブルで長時間

使用できるものへと改良が加えられている様ですが、

この結果、曇種変更等で使用 されな くなったパーツ類

がかなリジャンクその他で出回っているようです。そ

の中でも特に私たちアマチュアに興味深いものは、F

ETパ ワーモジュールではないでしょうか。これにつ

いては以前より何度か各誌で使用結果等が発表されて

いる様ですが、周波数帯域の違いからもうひとつ使い

勝手が悪かったようですc

今回は、色々なモジュールについての実験した結果、

改造を加えず素晴らしい性能の得 られたFA01317Aにつ

いて、その使用方法及び測定結果について紹介します。

(写真 1:モ ジュールの外観 )

電気的特性 (Ta=25℃ )

(第 1表 :FA01317Aの 規格 )
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2.FA01317Aに ついて

このパワーモジュールは本来1 5GHz帯で使用する目

綺で作 られたものです。外観は25×14=と 大変小菫で

すが、この=に バT一 FETの チ メプが3信 入ってお

り、マッチ ングネットワークと共にモジュール化され

ています。元々デジタル方式用ですから、CWの 連続

波ではなく、デューデ ノ30%程 賓のパルス波 (時分割

多重方式 }で 贅≡するので、我々ァマチニアの連続使

層にどれだけ耐えられるか不安の残るところです。モ

ジニールの構成は、FET3段 で、 トータルゲイン30

dB効率35%と 素晴らしく、 1■1程度のパワーでもドラ

イプできそうです。電源電圧は、移動通信用のためVD

S=58ヽ と少し低めです。 通信モー ドは、 FMだ けで

なくSSBに も使用できそうです。第 1表 に特性を示

します。このモジュールを使用するターゲットとなる

アマチュアバ ンドは、こだからますます色々な通信実

験で楽しめるバ ンド1 2GHz帯ですcで は、以下に使用

結果についてレポー トしますc

絶対最大定格 (Ta=25・C)

記  号 項 目 定格値 単位

ドレイ ン印加電圧 Cl ヽ

ゲー ト印加電圧 V

卜・レイン電流 (1段目) mA

lD2 卜・レイン電流 (2段日) ■A

lD3 卜・レイン電流(3段目) 900 mA

入力電力

TC(OP) 動作ケース温度 -20-+85 ℃

"latq 保存温度 -30-+90 Oc

各最大値はパルス動作下で単独に保証するものです。

記  号 項 目 試 験 条 件
規 格 値

単 位
最 」 標 準 最 大

f 周波数 1429 1453 MHz

入力電力

Po==31.O dBlll

VDl=VD2=VD3=58V

V01=VC2=VG4=4.OV

Pin=調 整 ,ZG=ZL~500

dBlll

総合効率 %

ρ in 入力 VSWR

2fo 2次 高周波 dBc

3次 高周波 dBc

ACP50 ±50KHz離調隣接チャンネル漏洩電力 dBc

ACP10。 ±100KHz離調隣接チャンネル漏洩電力 dBc


